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は じ め に 
 
 
播磨町では、平成２５年に、災害発生時に一般の避難所で

の生活が困難であり、特別な配慮を必要とする方を受け入れ

るため、「播磨町福祉避難所運営マニュアル」を作成しており

ました。 
今回、令和３年の内閣府「福祉避難所の確保・運営ガイド

ライン」、令和５年の兵庫県「福祉避難所運営マニュアル」の

改定に基づき、マニュアルを改正しました。改正に当たって

は、検討委員として、地域の代表者、福祉関係者などの皆様に入っていただき、

令和５年度から全３回にわたり活発なご議論をいただきました。 
播磨町においては、一般避難所の訓練等を進めていくとともに、マニュアル

に基づき、人員と物資の確保を今後進めてまいりたいと考えております。合わ

せて、要配慮者に対する個別支援計画等の作成を進めてまいりますことで、一

人でも多くの命を救うことが出来ればと願っております。 
災害時においては、予測できない状況も多数あり、要配慮者（高齢者や障害

者）などの支援を含めて、行政や福祉事業者がすべてを担うことができないの

は、近年の他地域におけるり災状況を見ても明らかです。住民、地域、福祉関

係事業者が連携し、それぞれの立場で努力していくことで、貴重な命の確保に

つながっていくと考えております。 
町としましても、災害に強いまちづくりを進めてまいりますので、ご支援ご

協力いただきながら、命を守る行動につなげてまいりたいと考えております。 
結びになりますが、熱心にご議論いただきました福祉避難所運営マニュアル

検討委員の皆様、また、ご協力いただきました福祉避難所の施設職員の皆様に、

心より感謝とお礼を申し上げるとともに、今後も継続して、ご支援ご協力たま

わりますようお願い申し上げます。 
 

令和６年１１月 

 

                播磨町長  佐 伯  謙 作 
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福祉避難所開設から閉鎖までの全体像(フロー) 
時期 
※目安 

項目 福祉避難所 播磨町災害対策本部 

平常時 事前準

備 
  

発 災 直

後 ～ 48
時 間 以

内 

開設要

請 
   

 
 
 

受入準

備 
  

受入開

始 
   

48 時間

以内～7
日以内 

避難所

運営 
 
 
 
 
 

  
 

閉鎖準

備 
  

閉鎖後 費用請

求 
  

 

【平常時からの備え】 
・生活必需品等の把握・準備 
・生活相談員やボランティアの確保 
・避難所運営訓練、研修の実施 
 

【平常時からの備え】 
・生活必需品等の確保 
・移送手段の確保 
・人材バンクの整備 
 

福祉避難所開設の検討・判断 
避難所に福祉避難所対象者が避

難した際に判断 

施設被災状況の把握 
応急危険度判定結果を受け判断 

福祉避難所開設可能施設に開設 
を要請 

職員及び入所者の安否確認 

福祉避難所、開設を承諾 

避難者受け入れの事前準備 
・物資や人材等の確保・要請 

物資や人材等の確保 

避難者受入 

避難所運営 
・避難名簿の作成・管理 
・避難状況を町に報告 
・食料・物資等の管理 
・要配慮者の支援 
・福祉サービスの提供 
・ボランティア等の要請・受入 
 

物資・人材等の確保 
施設からの要請を受けて、物資

の調達、人材バンク等から人材

の確保 
 

 

避難所の閉鎖調整 
町と協力しながら、避難者及び

家族に避難所の統廃合・閉鎖に

ついて説明する。 
 

避難所の閉鎖調整 
・施設と協議しながら、避難所

の統廃合・閉鎖に向けた調整

を実施。 
・施設と協力しながら、避難者

及び家族に避難所の統廃

合・閉鎖について説明する。 
 

管理運営費用の請求 
運営にかかった人件費、備品等

の経費の請求 

管理運営費用の支払い 
施設から請求を受けて、運営に

かかった人件費、備品等の経費

の支払い 
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第１章 平時における取り組み 
 
１ 福祉避難所の指定 

（１）福祉避難所 
町は、災害発生時に避難所での生活が困難な高齢者、障害者、妊産婦、

病弱者等で、身体等の状況が老人福祉施設、介護保険施設又は医療機関等

へ入所・入院するに至らない程度で、かつ一般の避難所での生活に支障を

きたし、何らかの特別な配慮を必要とする方（以下「要配慮者」といいま

す。）を受け入れるため、バリアフリー等に対応し、福祉避難所としての

機能を有している町内の社会福祉施設などを福祉避難所として指定します。 

なお、福祉避難所は、災害時に必要に応じて開設される二次的避難所で

あり、最初から避難所として利用することはできません。 

 

（２）福祉避難所の役割 
ア 福祉避難所は、要配慮者が、安心して避難生活ができる体制を整備し

た避難所であるため、町は、要配慮者の心身の状況等を考慮して、避難

所での生活が困難と判断した場合は、必要性の高い人から優先的に福祉

避難所への移動を促します。 

イ 要配慮者は、精神的に不安定になることが考えられるため、介護等に

あたる最低限の家族（介助者）の受け入れについても配慮します。 

ウ 町は、福祉避難所の開設する範囲を、災害の規模、発生場所に応じて

決めていきます。 

エ 避難者への最低限の生活支援は公平に行います。また、要配慮者の特

別なニーズについては、個別に対応していきます。 

※ 生活支援 

① 生活場所の提供 

② 水、食料、生活物資の提供 

③ トイレなどの衛生的環境の提供 

④ 情報の提供、交換、収集 

オ 個人の置かれている状況やニーズ等に十分配慮し、プライバシー保護

に努めていきます。 

カ 町は福祉避難所の役割や場所について、多様な媒体を通じて広く周知

します。 
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２ 福祉避難所の生活必需品、マンパワー、移送手段の確保 
（１）生活必需品等の把握 

福祉避難所で必要な物品については、要配慮者の特性から幅の広いもの

となりますが、福祉避難所はあくまでも短期間の一時的避難場所の確保と

して捉え、多様な要配慮者の生活支援やニーズにあったものという２面性

で考えます。飲料水・食料をはじめとする最低限の物資のほか、高齢者及

び乳幼児の紙おむつや女性用生理用品などの日用品は、要配慮者の特性か

ら最低限の範囲となります。また、避難対象者の特徴・特性に基づいた生

活用品の確保については、本人や家族から聞き取りを行うなど、対象者の

状況を正確に把握する必要があります。 

ハード面については、プライバシー空間の確保のためにも、空間を家族

単位で仕切るパーティションなどが必要になる場合があります。 

 

《要配慮者に対応した食料・生活必需品等の例》 

 一般対応 要配慮者対応 

食料・水 アルファ化米、クラッカー、

ペットボトル水 

ビスケット、かゆ、粉ミルク、

離乳食、栄養補助食品、疾病

（アレルギー体質を含む。）

に応じた食品等 

生活必需品 毛布、タオル、トイレットペ

ーパー、ポリ袋、ポリバケツ、

懐中電灯、乾電池、ビニール

シート、カイロ、清拭剤、マ

スク、充電器等 

ほ乳瓶、紙おむつ（乳児用、

大人用）、生理用品、電気ポ

ット、カセットコンロ、スト

ーブ、車いす、マット等 

その他 仮設トイレ ポータブルトイレ 

簡易ベッド 

 

（２）マンパワーの確保 
福祉避難所における要配慮者の日常生活活動のニーズに対しては、生活

相談員が家族とともに対応にあたります。 

生活相談員は、要配慮者１０名あたりに１人配置することとし、要配慮

者に対する生活支援や相談、施設の案内や町の災害対策本部との連絡調整

などを行います。 

施設は、円滑な避難所運営を期するため、平常時には福祉事業者(同一法

人含む)、行政、地域で活躍されるボランティア等と、福祉避難所開設時の

人員配置について、協議し、体制づくりを目指します。災害時には、ボラ

ンティアや避難所の家族などに協力を依頼します。 

なお、ボランティアについては、第２章「４福祉避難所における要配慮

者の支援（４）ボランティアの受け入れ」も参照してください。 
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（３）移送手段の確保 
町が指定する収容避難所から福祉避難所への移送に関しては、原則とし

て当該対象者の介助者（家族や支援者等）が行うものとしますが、介助者

による移送が困難な場合に対応するため、町は、輸送業者の活用や福祉車

両、救急車両の手配など要配慮者の状態に配慮した適切な移送手段の確保

に努めます。 

また、町は、施設が保有している車両（福祉車両）があれば活用できる

よう要請します。 

 

３ 社会福祉施設、医療機関等との連携 
（１）緊急一時入所等にかかる連携強化 

福祉避難所は、福祉施設に入所するに至らない心身等の程度の者が対象

となりますが、専門的なケアを要する障害者、難病患者・人工透析患者、

傷病者、高齢者等については、専門施設への緊急一時入所等の対応を行う

必要があります。また、医学的措置が必要と判断される場合は、安全が確

認された医療機関へ速やかに搬送することが必要となります。このため、

町は、社会福祉施設や医療機関等への連絡調整の窓口、要請系統も定めて

おきます。 

 

４ 福祉避難所運営体制の事前準備 
町は、播磨町地域防災計画、播磨町避難行動要支援者避難支援計画等に基づ

き、備蓄の推進、福祉避難所設営・運営訓練や情報伝達体制の確認等、平常時

から円滑な福祉避難所の開設・運営といった要配慮者支援が可能となるよう取

組みを進めます。 

 

５ 訓練・研修などの実施 
 災害時に混乱なく速やかに福祉避難所を開設、運営できるようにするために

は、事前の訓練の実施や研修などを通じ、課題や問題点などの情報を職員間で

共有し、改善や見直しを図っていくことが重要です。 
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第２章 災害時における取り組み 
 
１ 福祉避難所の開設 
（１）福祉避難所の開設及び要配慮者の受け入れ 
ア 町は、災害が発生した場合において、収容避難所に避難してきた者の

中に福祉避難所の対象となる者がおり、福祉避難所の開設が必要と判断

する場合は、応急危険度判定結果を受けて、福祉避難所を開設します。 

その後、福祉避難所に対し、協力要請書（様式１)及びトリアージ評価

調書により要配慮者の受け入れを要請します。 

要請に当たっては、町はトリアージ評価調書に基づき、要配慮者の状

況を調査します。 

福祉避難所は、要請書の内容を確認し受け入れの可否を決定し、町に

回答します。 

イ 福祉避難所は、受け入れ体制が整い次第、福祉避難所の対象となる高

齢者、障がいのある人、妊産婦など特別な配慮を必要とする人を受け入

れます。 

ウ 受け入れスペースは、要配慮者一人当りの面積を概ね３.０㎡（介助者

は概ね２．０㎡）とします。 

エ 要配慮者が、福祉避難所の避難対象者となった際は、トリアージ評価

調書に基づき、平時に使っている施設に受け入れできるように考慮しま

す。但し、該当施設が町内の福祉避難所に指定されている場合に限りま

す。 

（２）福祉避難所の開設期間 
災害救助法に基づく福祉避難所を設置した場合の福祉避難所の開設期間

は、原則として、災害の発生の日から最大限７日以内です。しかし、町内

全域が被害を受けたような大災害の場合で、やむを得ず７日間の期間内で

避難所を閉鎖することが困難なときは、事前に町が県を通じて厚生労働大

臣に協議し必要最小限の期間を延長します。 

 

２ 福祉避難所の運営体制の整備 
（１）担当職員の配置 
ア 福祉避難所を開設した場合、町は福祉避難所担当職員を決め、福祉避

難所に巡回または常駐して、運営にかかる総合的な調整業務を行います。 

イ 施設は、生活相談員を配置し、要配慮者からの相談等に対応します。 

 

３ 福祉避難所の運営 
（１）名簿の作成・管理 
ア 福祉避難所では、福祉避難所に避難している避難者の名簿（様式２）

を作成し、随時更新します。 
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イ 福祉避難所は、避難者に退所があった場合、可能な限り転出先を確認

して記録します。 

ウ 福祉避難所は、毎日、名簿の整理及び集計を行い、避難所状況報告書

（様式３）に集計結果を記入して、町の災害対策本部へ報告します。 

エ 福祉避難所は、避難者が公開を望まない場合以外、避難者名簿の住所

と氏名を福祉避難所受付窓口に掲示します。また、必要に応じ、町ホー

ムページへの掲載や報道機関への提供等を行い、広く一般に周知します。 

 

（２）食料・水の配給 
ア 食料・水の配給は、公平性の確保に最大限配慮して行います。また、

乳幼児には粉ミルクや離乳食、高齢者にはやわらかい食事など、備蓄物

資の中で対応します。 

イ 福祉避難所では調達できない食料等がある場合は、不足食料の内容及

び数量を取りまとめて、食料供給関係受信表兼処理表（様式４）に記入

し、町の災害対策本部へ提出します。 

ウ 食料の要請に当たっては、必要な食料を的確に把握し、余剰食料が発

生しないよう注意します。 

 

（３）物資の配給 
ア 物資の配給は、公平性の確保に最大限配慮して行います。 

イ 福祉避難所では調達できない物資がある場合は、不足物資の内容及び

数量を取りまとめて、物資依頼伝票（様式５）に記入し、町の災害対策

本部へ提出します。 

ウ 物資の要請に当たっては、必要な物資を的確に把握し、余剰物資が発

生しないよう注意します。 

 

（４）食料・物資等の管理 
ア 福祉避難所は、要請した物資が搬送されたら食料供給関係受信表兼処

理表（様式４施設確認欄）及び物資依頼伝票（様式５施設確認欄）に記

録するとともに町の災害対策本部へ報告した後、物資を受け取り、物資

保管場所へ保管します。 

※ 物資の管理・保管方法 

① 男性衣類、女性衣類、こども衣類、食料品、タオル、毛布、紙製品、

生理用品、紙おむつ、その他に分類する。 

② 生活用品は、石鹸、洗剤、歯ブラシ、乾電池、文房具、書籍、おも

ちゃ、医薬品、電気製品などの用途別に分類する。 

イ 施設は、搬送された物資を適正に管理するため、避難所物品受払簿（様

式６）に記入します。 

ウ 必要に応じて、個別に対処するように努めます。 
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（５）トイレに関する対応 
ア 町は、車いす対応等、要配慮者に配慮した仮設トイレ等の確保に努め、

福祉避難所内に設置し、衛生保持に努めます。 

イ 福祉避難所は、トイレ使用についての注意事項を福祉避難所内トイレ

及び仮設トイレそれぞれに貼りだし、避難所への周知徹底を図ります。 

ウ 福祉避難所は、施設内トイレ・仮設トイレなどの清掃、手洗い消毒液

の交換などの衛生管理を毎日行うこととしますが、避難者の中で手伝え

る人がいれば協力を依頼します。 

エ 仮設トイレ等のくみ取りは、状況を見て早めに要請し、衛生保持に努 

めます。 

 

（６）ごみに関する対応  
ア 福祉避難所は、ごみの集積所を指定し、張り紙などにより避難者へ周

知徹底を図ります。 

イ ごみは、避難者各自が可燃・不燃ごみなどに分別し、所定の場所へ整

然と置くよう指示します。 

ウ ごみ集積場は、屋外の直射日光が当たらない場所を選びます。 

 

（７）防疫に関する対応 
ア 福祉避難所は、食中毒や風邪などの感染症が流行しないように、避難

者等に協力を得て、ごみ処理や防疫に注意します。 

イ 手洗い、換気を励行します。 

ウ 風呂の利用について周知します。 

エ 生活用水が確保できる場合は、洗濯場や洗濯物干し場を確保します。 

オ 風邪や下痢など体調を崩している人の有無を把握します。 

※ 手洗いの励行 

① 手洗い所には、消毒液を配置します。 

※ 生活用水の確保 

② 飲料水の安定的な供給ができる場合は、トイレ・手洗い・洗顔・洗

髪・洗濯などの生活用水の確保に努めます。 

※ 食器の取扱い 

③ 衛生確保の観点から、食器は原則使い捨てとします。 

 

（８）避難施設内の清掃・整理整頓 
福祉避難所内の共有スペースなどの清掃は、避難者の中で手伝える人が

いれば協力を依頼します。 
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（９）避難施設における電話の問い合わせや避難者の呼び出し 
ア 外部からの電話の問い合わせによる避難者の呼び出しなどは時間を決

めて行います。 

イ 電話で問い合わせがあった時は、避難者名簿と照合します。 

ウ 呼出しは、放送及び掲示により伝言し、折り返し避難者の方から連絡

をとる方法を原則とし、受信状態のままで呼出しをしないようにします。 

エ マスコミ関係者等が福祉避難所の居住空間に立ち入る際は、施設管理

者の了解を得たうえで行うものとします。 

 

（10）生活情報の提供 
ア 福祉避難所は、求められる様々な情報について町の災害対策本部から

情報を収集し、掲示板など多様な手段で提供します。 

※ 避難者の必要とする情報 

① 被害・安否情報 

② 医療・救護情報 

③ 余震、天候情報 

④ 生活物資情報 

⑤ ライフライン及び交通機関の復旧情報 

⑥ 生活再建情報 

⑦ 長期受け入れ施設に関する情報 

※ 情報の収集方法 

① 町の災害対策本部からの情報や、公開されている情報を収集します。 

② テレビ・ラジオ・新聞などの情報を収集します。 

※ 情報の周知 

① 収集した情報を整理し、必要な情報を明示して、掲示板や放送、SNS

等あらゆる手段を用いて提供します。 

② 不要となった情報も記録・整理して保管します。 

 

４ 福祉避難所における要配慮者の支援 
（１）要配慮者の支援 
ア 福祉避難所は、町の災害対策本部と連携して、要配慮者の健康状態、

必要なサービスの状況などを把握します。 

イ 福祉避難所は、障害者や高齢者などが生活する上での障害をできる限

り取り除き、避難所の環境整備に努めます。 

ウ 福祉避難所では、要配慮者それぞれの配慮事項に応じた対応を図りま

す。 

※① 高齢者 

・ 避難生活で活動力が低下し、寝たきり状態になりやすいので、健康

状態に十分配慮し、可能な限り運動のできる場所を確保します。 
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・ 認知症高齢者は、生活環境の変化で問題行動が出現しやすいので、

精神的安定が図られるように配慮します。 

・ トイレに近い場所に避難スペースを設け、おむつをしている人のた

めには、おむつ交換の場所の設置に配慮します。 

② 視覚障害者 

・ 避難所のトイレや配給場所、状況の変化などを適切に伝えます。 

・ 放送やハンドマイク等を使用し、最新の情報を確実に伝えます。 

③ 聴覚障害者 

・ 伝達事項は、紙に書いて知らせます。 

・ 掲示板等を使用し、場所や使用方法、状況の変化、最新の情報を適

切かつ確実に伝えます。 

・ 手話通訳者、要約筆記者等を派遣します。 

④ 肢体不自由者 

・ 車いすが安全に通れる幅を確保します。 

⑤ 内部障害者 

・ 医療機材の消毒や交換のため、清潔な治療スペースを設けます。 

・ 医療機関等の協力により巡回診療を行います。 

⑥ 知的障害者、精神障害者 

・ 環境の変化を理解できずに気持ちが混乱したり、精神的に不安定に

なる場合があるので、気持ちを落ち着かせるよう家族等と一緒に生

活できるようにする等配慮します。 

⑦ 乳幼児 

・ 退行現象、夜泣き、不眠などの症状に留意し、精神的安定が図られ

るよう配慮します。 

・ 乳児に対して、ミルクの湯、哺乳瓶の清潔、沐浴の手だての確保等

に留意します。 

 

⑧ 妊産婦 

・ 腹緊、頭痛、不眠などの症状に留意し、精神的安定が図られるよう

に留意します。 

 

 

（２）福祉サービスの提供 
ア 福祉避難所は、要配慮者が災害発生前に受けていた福祉サービスや医

療を、災害後も継続的に受けることができるよう調整を行うこととしま

す。 

イ 福祉避難所におけるホームヘルパーの派遣等、福祉各法による在宅福

祉サービス等の提供は、福祉各法に基づく実施を想定しています。 
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（３）緊急入所等の実施 
ア 福祉避難所は、福祉避難所での避難生活が困難な要配慮者については、

緊急入所、緊急ショートステイ等により適切に対応するため、町の災害

対策本部に情報提供を行う等連携を図ります。 

イ 福祉避難所は、要配慮者の症状の急変等により医療処置や治療が必要

になった場合は、町の災害対策本部と連携し医療機関に移送します。 

 

（４）ボランティアの受け入れ 
ア 福祉避難所は、避難施設運営状況から判断し、町の災害対策本部を通

じてボランティアの派遣の人員数や活動内容についてボランティアセン

ターに要請します。 

イ ボランティアの分担する仕事は、避難施設生活に関する仕事の支援と

し、的確にボランティアの配備を行います。 

① 要配慮者介護、看護活動の補助 

② 清掃及び防疫活動への応援 

③ 災害応急対策物資、資機材の輸送及び配分活動への協力 

④ 手話・筆談・外国語などの情報伝達への支援協力 

⑤ その他、危険を伴わない軽易な作業への協力 

 

（５）看護師の派遣要請 
  ア 福祉避難所は、避難施設運営状況から判断し、町の災害対策本部を通

じて保健師の派遣の人員数や活動内容について兵庫県に要請します。 

  イ 被災者が健康レベルを維持できるように、被災地で適切な医療・看護

を提供します。 

 

（６）事前人材バンク 
    災害時に活動する人材確保を目的として、ボランティア登録を活用し、 

災害時の事前登録を実施します。登録の際に災害時の対応について、合

わせて登録いただくことで、迅速にマッチングを図ります。災害時にお

いて、専門職・ボランティアのカテゴリーで支援を要請します。 
   

  ア 専門職人材バンク 

    専門職とは、医療・介護・福祉等において専門的な資格を有する方で

す。 

 

  イ ボランティア人材バンク 

    日常生活の支援(物資の搬入、掃除、布団の片付け等)を要請します。 
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５ 福祉避難所の閉鎖 
（１）福祉避難所の統廃合、撤収、解除 
ア 町は、福祉避難所の利用が長期化し、避難所によって避難者数にばら

つきが出るなどした場合は、避難所の統廃合を図ります。 

イ 町及び施設は、福祉避難所の統廃合についての理解と協力を求めるた

め、避難している要配慮者及びその家族に十分に説明します。 

ウ 町は、避難している要配慮者が撤収し、福祉避難所としての目的を達

成したときは、必要な原状回復について施設と協議し、福祉避難所を閉

鎖します。 

 

６ 福祉避難所管理運営費用の請求等 
福祉避難所は、町に対し、福祉避難所の管理運営に要した費用を所定の

様式により請求し、町は、請求の内容を精査したうえで、施設に対し運営

経費を支払います。 
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【様式１】 

 

協 力 要 請 書 

要配慮者 

住所  

氏名  

心身の状況 別添「トリアージ評価調書」のとおり 

連絡先  

身元引受

人 

住所  

氏名  

連絡先  

使用期間 
令和   年   月   日 から 令和   年   月   日 
（原則７日以内とする。ただし、災害の規模により協議により延長することが

できる。） 

特記事項 
介助者 

氏名  

住所  

その他 
 

 
令和   年   月   日 

              様 
要請者 播磨町長 佐伯 謙作 

（担当者所属         氏名          ） 
 

 
令和   年   月   日 

播磨町長様 

福祉避難所への受入れを  承諾します ・ 承諾できません 

町災害対策本部 → 福祉避難所 → 町災害対策本部 
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【様式２】 

避 難 者 名 簿 

<避難所名> 

                         
 

令和  年  月  日 

① 
避難者氏名  電 話  

住   所  

② 

入所年月日 平成  年  月  日 所属自治会  

※避難した人だけ書いてください。 

氏名 年齢 性別 備考 

家 

 

族 

    

    

    

    

    

③ 

家屋の状況 
全壊・半壊・一部損壊・断水・停電・電話不通 

（                       ） 

親族の連絡先 

氏  名  

電  話  

住  所  

氏  名  

電  話  

住  所  

特別な配慮を必要とすることがある場合、記載してください。 

④ 
他から問い合わせがあったとき、住所及び氏名を公表し

てもいいですか。 

□ よ  い 

□ よくない 

⑤ 

退 所 年 月 日 令和  年  月  日 

転 出 先 住 所  

電 話  

そ の 他  

 

避難所 → 町災害対策本部 
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【様式３】 

避難所状況報告書 

<避難所名> 

                         
 

令和  年  月  日    時  分報告分 

① 

報告者  

職員勤務 

状況 

生 活 相 談 員 名 

施 設 職 員 名 

そ の 他 名 

② 避難状況 

 前日数（Ａ） 現在数（Ｂ） 差引（Ｂ－Ａ） 

世帯数 世帯 世帯 世帯 

人数 人 人 人 

③ 施設状況 

土砂崩れ 未確認 ・ あり ・ なし ・ 警戒要 

ライフライン 断水 ・ 停電 ・ 電話不通 

道路状況 通行可 ・ 片側通行可 ・ 通行不可 

④ 

対処すべき、予見される事項（水及び食料の過不足、物資の不足、感染症などの発

生状況・避難所の生活環境、避難者の雰囲気など） 

 

避難所 → 町災害対策本部 
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【様式４】 

食料供給関係 受信表兼処理表 

<避難所名> 

                         
 

令和  年  月  日    時  分依頼 

① 発信者  

② 

依 

頼 

内 

容 

品名 数量 備考 

飲料水 ℓ   

その他（          ） ℓ   

計 ℓ   

米・パン 食  

副食 食  

弁当 食  

 食  

 食  

 食  

計 食  

③ 

特記事項 

 

災

害

対

策

本

部 

受 信 日 時 令和  年  月  日     時    分 

処 理 者 所属           氏名 

処 理 日 令和  年  月  日     時    分 

処 理 内 容  

 

施 

設 

確

認

欄 

到着確認時間 令和  年  月  日     時    分 

確 認 者  

特記事項 

 

避難所 → 町災害対策本部 → 避難所 
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【様式５】 

物資依頼伝票 受信表兼処理表 

<避難所名> 

                         
 

令和  年  月  日    時  分依頼 

① 発信者  

② 

依 

頼 

内 

容 

品名 サイズ 数量 備考 

    

    

    

    

    

    

    

    

③ 

特記事項 

 

災

害

対

策

本

部 

受 信 日 時 令和  年  月  日     時    分 

処 理 者 所属           氏名 

処 理 日 令和  年  月  日     時    分 

処 理 内 容  

 

施 

設 

確

認

欄 

到着確認時間 令和  年  月  日     時    分 

確 認 者  

特記事項 

 

避難所 → 町災害対策本部 → 避難所 
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【様式６】 

避難所物品受払簿 

<避難所名> 

                         
 
 

物品名 搬入日 配達元 受入数量 残り数量 

食 

料 

・

飲

料

水 

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

物 

品 

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

 ／    

※ 配達元には、①災害対策本部（町）、②業者名（施設が発注した場合）、③施設の持

ち出しなど記入のこと 

 

避難所 
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【様式７】 

福祉避難所の運営費用請求書 
 
播磨町長 様 

所在地 
 

名称 
 

代表者職氏名                  ㊞ 
 

請求金額              円 

福祉避難所の設置場所 
 

請求対象期間 令和   年   月   日 から 令和   年   月   

日 

 
請求項目 請求内訳 

人件費 

日勤        円×    日・時間＝        円･･･① 

夜勤        円×    日・時間＝        円･･･② 

宿直        円×    回   ＝        円･･･③ 

小計 ①＋②＋③＝        円 

食費 

朝食         円×     食＝        円･･･④ 

昼食         円×     食＝        円･･･⑤ 

夕食         円×     食＝        円･･･⑥ 

小計 ④＋⑤＋⑥＝        円 

オムツ代等 （領収書等証拠書類の添付が必要）        円 

施設管理費          円×     日＝ 円 

 

振
込
先 

金融機関名 支店名 

口座種別 
当座 ・ 普通 

口座番号 

口座名義人 

 

福祉避難所 → 町災害対策本部 
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改定履歴 
版 改版日 改版頁 改版内容 

1.0 版 平成 25 年 6 月  初版 
1.1 版 平成 26 年 5 月 全般 災害対策基本法の改正に伴い、「要援護者」

を「要配慮者」に修正 
2.0 版 令和 6 年 10 月 全般 福祉避難所運営マニュアル検討委員会を開

催し、全般的に修正した 
 

 


